
 

＜長野圏域小規模事業所ネットワーク（ケアニン上映会実行委員会） 様＞

●上映会を開催するに至った経緯を

教えて下さい。

2019年の台風19号災害で被災した事

業所へのチャリティー上映会を企画して
いましたが、コロナ禍で実施できず、3年

越しでの上映会の開催となりました。そ

の間に公開された「こころに咲く花」との
2本同日、1日各3回の上映により、なる

べく多くの方に観ていただきたいと考え
ました。

●実行委員会は、どのようなメンバーで

しょうか？ 

19年夏頃に前身のグループホームの

ネットワークから、小規模事業所のネッ
トワークに替わり、日頃交流のある事業
所の中から有志により行いました。

●協力の得られた団体はありました

か？

3年前に企画した際に関連事業所、法

人等に声を掛け、協賛をいただきました。

その際はチャリティー目的でしたが、今
回多くの介護職員等のモチベーションを

高めるための上映会にその協賛金を使

わせていただくことに賛同を得て実施と
なりました。

上映日：2023年07月27日（木） 場所長野市芸術館：（長野県長野市）

●資金はどのように捻出しましたか？

上記のように賛同いただいた事業所等

からの協賛金を使いました。メディアの

レンタル費用、会場費、チラシの作成費
等に使用しました。

●地域へどのように告知をしましたか？

チラシを作成し、関連事業所・市町村の

担当部署（高齢者福祉課や地域包括支
援センター）、会場等に配布しました。ま

た協賛事業所には特別招待チケットを

配布しました。
市で発行している介護情報や業界情報

誌に掲載していただきました。

●上映会当日の様子や、上映会開催の

感想を教えてください。

年齢層は40代以上70代までほぼ同じ
割合、全体の8割が介護業界に関する

方で、一部一般の来場者もいらっしゃい
ました。親子連れ、ご夫婦で来場いただ

いた方もみられました。

2本一緒に見られたことを喜んでいただ

いた方も多くいらっしゃいました。都合で
1本しか鑑賞できなかった方からも、ま

たぜひ上映会を行ってほしいと言われ
ています。

上映会 開催事例 File-SP62

映画の満足度は非常に高かったと思い
ます。アンケートもたくさん記入いただき、

介護の仕事に対するモチベーションが

高まり、前向きな気持ちで仕事に向き合

えるようになったという言葉は、主催者
として嬉しいものでした。

●地域の方々と繋がったエピソードがあ
れば教えてください。

この上映会をきっかけに事業所ネット
ワークに参加してもらった方もいらっしゃ

います。今後この繋がりを継続し、色々
な形で活動を広げたいと考えています。

●今後、上映会を開催される主催者の

皆さんに向けて、メッセージをお願いし
ます。

来場いただいた方の満足の様子が、私
たち主催者の喜びになります。みなさん
の上映を待っている人が沢山います。

3年越しの開催。映画の満足度は非常に高く、上映会をきっかけに仲間に加わった方も。

ご担当者：斎藤 俊一さん

有志団体

長野圏域小規模事業所ネットワーク

長野圏域の事業所有志の集まりで

す。不定期に集まり情報交換等を
行ってきました。

計6回上映、269名が来場

＆


